




その他のタイトル Educational Visual Acuity Assessment of

























研究成果の概要（英文）：This study was considered using of Lea GRATINGS Acuity Test for 
the educational visual acuity assessment of the children with profound and multiple 
disabilities. Specifically, performed examination for the presentation distance of the chart, 
the related examination with other tests and the practical evaluation. As a result, Lea 
GRATINGS had a high correlation with the Landolt’s rings from other tests, and could 
correspond flexibly to child's posture. Lea GRATINGS can be used for the educational 
visual acuity assessment. 
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子どもを調査した結果，1,037 名中 319 名
（30.8％）に視覚障害があったことを報告し
ている。同様に，知的障害養護学校の調査か
ら 340 名中 70 名（20.6％），重症心身障害療


















は，Teller	 Acuity	 Card は非常に高価であり，
同様の原理で開発された簡易型の Lea	 
GRATINGS は，Teller	 Acuity	 Card と比して
かなり安価であるため，いくつかの特別支援
学校で利用されていることを報告している。
今後は，Teller	 Acuity	 Card の活用の検討と





































Acuity	 Card および OKN による重度重複障
害児の視機能評価の試み．日本特殊教育学




































視標，森実式 Dot	 Cards，Teller	 Acuity	 Card




象に Lea	 GRATINGS 視標による教育的視力評
価を行う。	 
	 















より 0.015，36cm の視距離で 1.0 パドルを用
い 0.02，43cm の視距離で 1.0 パドルを用い
0.025，29cm の視距離で 2.0 パドルを用い
0.03，36cm の視距離で 2.0 パドルを用い 0.04，
43cm の視距離で 2.0 パドルを用い 0.05，29cm
の視距離で 4.0 パドルを用い 0.06，36cm の
視距離で 4.0 パドルを用い 0.08，43cm の視
距離で 4.0 パドルを用い 0.1，36cm の視距離
で 8.0 パドルを用い 0.15，43cm の視距離で












の Lea	 GRATINGS 視標を用いた教育的視力評
価方法を整理することができた。	 
	 
（２）研究協力者は 54 名である。Lea	 
GRATINGS 視標の閾値視角の平均（標準偏差）	 
	 





（8.66），森実式 Dot	 Cards の閾値視角の平
均（標準偏差）は 9.0 分（7.38），Teller	 Acuity	 
Card の閾値視角の平均（標準偏差）は 7.8 分
（9.34）であった。平均閾値視角から視力値
に換算すると，Lea	 GRATINGS 視標 0.2，ラン
ドルト環による近距離視力 0.1，森実式 Dot	 











視標と森実式 Dot	 Cards の相関係数は
0.29(F(1，52)=4.63，p<	 .0.5)，Lea	 GRATINGS










































ランドルト環 -  0.717 **  0.530 **  0.690 **
森実式Dot 
Cards -  0.348  *  0.286  *
Teller Acuity 





































52)=20.3，p<.01)であった Lea	 GRATINGS 視
標の方が Teller	 Acuity	 Card よりも近距離
視力との相関が若干高いことが示された。	 



























	 もう１名は Lea	 GRATINGS 視標を上下ある
いは左右方向に移動する際に追視する様子
が見られ Teller	 Acuity	 Card よりも反応が
取りやすいことが確認できた。さらに，車い
すに腰掛けていたりソファーに横たわった
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